
松山氏は、北九州市戸畑区の出身。米国の

サリドマイド禍を科学的な目で食い止めたＦ

ＤＡ医務官のフランシス・ケルシーの話を読

み、熊本大学薬学部に進学した。74年に卒業

後は九州大学の大学院博士課程まで進んだ

が、その中途で大学の薬剤学教室助手となり、

11年間、代謝・毒性などの研究に取り組んだ。

学位取得後は、１年半のフロリダ大学留学も

経験し、サイエンス教育（Ph.D教育）と薬

剤師教育（Pharm.D教育）が見事にマッチし

ていることを理解できたという。

88年から長崎大学病院に移り調剤業務に取

り組み、後に助教授となったが、この間、臨

床を徹底的に勉強しようと考えた。92年２月

１日、院外処方せん全面発行と病棟業務、輸

液の無菌調整、ＴＤＭを同時にスタートさせ

た。この実現に尽力したのが当時の市川正孝

薬剤部長（故人）と松山氏である。

この時に、松山氏は「サンショウウオ薬剤

師」という表現を使って薬剤師を叱咤激励し

た。「自分の岩場を動かず、メダカがザリガ

ニに食われているのを見て馬鹿にする。しか

し、最後には自己矛盾が肥大化して、岩場か

ら出ようとしても出られなくなり、頓死して

しまう」と話しながら、薬局という岩場から

一歩も外に出ようとしない薬剤師を批判し

た。松山氏自身にとって、長崎での７年間が

全ての土台となっている。

武庫川女子大では、臨床薬学教育の充実を

目指して教育システムの改革を進め、修士課

程は99年度から昼夜開講制となり、社会人コ

ースを新設した。このコースは、臨床薬学に

関する知識と高度な判断力や思考力を兼ね備

えた、「修士の学位を有する薬剤師（臨床薬

剤師）」の養成を目的としている。研究大学

院ではなく、薬剤師職能と技能のレベルアッ

プを図る、卒後教育の一環としてのものであ

る。同時に、教員側にとっては、医療現場の

最先端の情報も入手できる。医療系教員には、

この最先端情報の入手が不可欠であることを

力説する。

特に、松山氏が熱心なのは現職薬剤師のレ

ベルアップである。これは、長崎時代からの

悲願で、薬剤師は処方せんの記載通りに調剤

して患者に渡すだけであれば、薬価差がなく

なった時代には不要論が出かねない。そう

ではなく、化学構造を見て報告されていな

い副作用を予測できる薬剤師、サイエンス

に立脚した薬剤師として、適正使用などの

チェック機能を果たす方向に進まなければ

ならない。その上で、医師に対して薬物治

療におけるセカンドオピニオンの立場にな

るべきと強調する。

そのためにＴＤＭや癌化学療法に関与す

る薬剤師、ＩＣＴ（Infection Control

Team、感染対策チーム）の中核的存在と

なることなど、化学を学んだ者としての職

能の発揮を訴え、医療費抑制にも関与できる

ことを示し、「それによって地位向上に繋が

る」と指摘。現役薬剤師のレベルアップと職

能拡大を図り、６年制薬剤師の受け皿になる

職場環境をつくることが役割だと語る。

学生への講義では一般名と商品名を使い分

け、図やキャラクター・漫画を駆使して、ダ

ジャレを使って講義を覚えやすいよう工夫し

ており、「面白い講義」と学生の評判も良い。

「黒い長靴を履いたアシクロビル君」「アリセ

ブトおじさん」「アテノロール小僧」など薬

に関するキャラクターは20種類ほどに達して

おり、難しい名前も簡単に覚えられる。「難

しい言葉もイメージとして頭に入る」ように

工夫している。武庫川出身者であれば何人か

のキャラクターを覚えているはずである。

学生に対しては、左脳だけでなく右脳も活

用して、常に「楽しく学ぶ」ことをアドバイ

スする。また、「多勢の人に群れるのではな

く、敢えて人の行かない道を踏破する勇気、

気概を持って頑張ってほしい」とアドバイス

する。

自身は絵を描いたり、絵画鑑賞が趣味で、

夫人同伴で大阪や神戸の美術展に行くことも

多い。特にマネやエゴン・シーレが好きだと

いう。古代史（日本）も好きで、語り口は熱

い。学生時代には空手にも熱中し、女子学生

の助けを借りて、実習を抜け出しクラブに駆

けつけた経験もあるそうだ。
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満開の桜の下でのバーベキュー

松山賢治氏が武庫川女子大学の臨

床薬学講座教授に就任したのは11年

前の1995年。８年前には最先端の病

院薬局業務が体験できる薬学教育施

設として、「臨床薬学教育センター」

をオープンさせた。卒業前の事前実

習だけでなく、夜間大学院の実習施

設としての意味合いもあり、実習や

ＴＤＭ解析、遺伝子診断の実習など

も行っている。ここでの教育活動が

松山氏の原点である。

「カリスマ先生」登場
武庫川女子大学薬学部教授　松山　賢治氏
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現職薬剤師の質

向上にも意欲


